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まちの話題

美しい藤の花をカメラに収めるみなさん

　

藤
の
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
る
5
月
3
日
か
ら
5
日

ま
で
、
住
雲
寺
（
大
山
町
古
御
堂
）
で
藤
ま
つ
り
が

開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
と
比
べ
開
花
が
約
1

週
間
遅
れ
、
初
日
は
３
〜
４
部
咲
き
で
し
た
が
、
連

日
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
１
万
人
を
超
え

る
人
が
見
物
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
先
着
３
０
０
人
に
藤
も
ち
が
配
ら
れ

た
ほ
か
、
藤
棚
の
下
で
は
お
茶
席
が
用
意
さ
れ
、
新

築
さ
れ
た
ば
か
り
の
寺
の
本
堂
で
は
琴
演
奏
な
ど
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
有
志
の
皆
さ
ん
に

よ
る
名
物
の
藤
寿
司
や
う
ど
ん
の
販
売
、
そ
し
て
地

元
の
文も

ず

ら

珠
領
婦
人
部
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー
の
販
売
も
あ

り
、
多
く
の
見
物
客
が
美
し
い
ふ
じ
の
花
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　

最
終
日
の
夕
方
に
は
、
山
陰
で
活
躍
中
の
グ
ル
ー

プ
、
ゴ
ス
ペ
ル
オ
ー
ブ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
、
約

３
０
０
人
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
藤
の
幻
想
的
な

雰
囲
気
の
中
、
心
地
よ
い
歌
声
を
楽
し
み
ま
し
た
。

伝
統
の
御み

幸ゆ
き

行
列
練
り
歩
く

住
雲
寺
で
藤
ま
つ
り

逢
坂
八
幡
神
社
例
大
祭

　

５
月
４
日
、
逢
坂
八
幡
神
社
（
松

河
原
）
の
例
大
祭
が
行
わ
れ
、
一
目

見
よ
う
と
多
く
の
参
拝
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

昼
過
ぎ
に
は
「
烏と

う

毛げ

、
白し

ら

毛げ

」
の

華
麗
な
舞
（
表
紙
写
真
）
を
交
え
な

が
ら
３
基
の
神
輿
が
進
む
伝
統
の
御

幸
行
列
が
本
殿
か
ら
約
４
０
０
㍍

先
の
御
幸
場
ま
で
練
り
歩
き
、
沿
道

か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
境
内
の
御
幸
場
で
は
、
神
事

の
ほ
か
氏
子
の
乙
女
た
ち
が
「
浦
安

の
舞
」
を
神
前
に
奉
納
。
参
拝
者
の

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

優雅な浦安の舞

六尺藤に魅せられて

　

４
月
30
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
、
所

子
に
あ
る
重
要
文
化
財
の
門
脇
家
住

宅
で
春
季
公
開
見
学
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
今
回
は
「
日
本
文
人
画
に
お
け
る

旧
風
革
新
」
を
特
別
研
究
テ
ー
マ
に
、

所
蔵
品
の
掛
け
軸
や
屏
風
な
ど
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
離
れ
で
は
当
主

の
卓た

く

爾じ

さ
ん
の
孫
娘
で
日
本
画
家
の
小

畑
薫
さ
ん
の
絵
画
展
も
併
催
さ
れ
ま
し

た
。
門
脇
家
住
宅
は
重
要
文
化
財
で
あ

り
な
が
ら
今
で
も
人
が
住
ま
う
民
家
で

あ
り
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
と
り
な

が
ら
活
用
を
行
っ
て
い
る
先
進
事
例
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

作品の説明をする１１代目当主の門脇卓爾さん

一服どうぞ 　門脇家住宅の一般公開にあわせ、地元所子地区の婦人を中

心とした「所子地区小さな町並みイベントの会」１５人（代表 

山根勝江さん）が近所の駐車場に休憩所を設け、見学に訪れた

人たちを接待しました。休憩所にはコーヒーやカレーライス、

おこわのほか手作りアクセサリーやマスコット、豆や新鮮な野

菜などが並べられました。期間中、多くの人が立ち寄り、地元

の心づくしの接待を受け、満足した様子でした。

門脇家住宅で春季公開

所子地区イベントの会が見学者を接待


